
添付資料：自治体向け災害情報ヒアリング結果

調査対象自治体

1 懸念される災害（災害特性）の優先度を教えて下さい 優先度 優先度 優先度 優先度 優先度 優先度 A B C

① 地震 A A A A A A 100% 0% 0%

② 台風 B A A A A A 83% 17% 0%

③ 豪雨 B A B A A A 67% 33% 0%

④ 水害 B A A A A A 83% 17% 0%

⑤ 土砂災害 B B １５箇所程度 B A A A 50% 50% 0%

⑥ 津波・高潮 B C B A A A 50% 33% 17%

⑦ 火山噴火 B C B - A C 近隣に火山がないため 17% 33% 33%

⑧ 火災 B B B A A A 50% 50% 0%

⑨ 原子力施設関連 C C 国民保護法の関連では当然上位だが A A A A 67% 0% 33%

⑩ テロ行為 C C 同上 B A A A 50% 17% 33%

⑪ ミサイル攻撃 C C 同上 B A A A 50% 17% 33%

⑫ 伝染病（感染症） C C 同上 B A A A 50% 17% 33%

⑬ その他（　　　　　　　　　　　） B 鳥インフルエンザの際にはマズイと思い自衛隊の派遣を要請した 0% 17% 0%

2 防災に関するシステム化の状況

1 防災情報システム整備済みですか

① 整備済み 整備年度 整備年度 整備年度 整備年度 整備年度 整備年度

1982 H8 H14

1995

1997

1999

2005

② 未整備（計画中）

③ 未整備（計画なし）

2 防災情報システムの内容

（１）既存の防災情報システムの機能を教えて下さい 整備 未整備 整備 未整備 整備 未整備 整備 未整備 整備 未整備 整備 未整備 整備 未整備

① 気象観測情報システム ○ 県総合防災情報システムより ○ 気象協会 ○ 緊急防災情報ｼｽﾃﾑ（気象台）からの情報のみ ○ ○ MICOS導入 ○ WNIより気象観測データを入手している 83% 17%

② 河川情報システム ○ 同上 ○ 市 ○ FRICSのみ ○ ○ ○ 河川水位の測定を未実施。下水道の水位は測定している 67% 33%

③ 道路情報システム ○ 同上 ○ ○ ○ ○ ○ 国道や県道のデータは入るようになっていない 50% 50%

④ 土砂災害情報相互通報システム ○ 同上 ○ ○ ○ ○ ○ 防災行政無線（同報系）にて市民へ周知は可能 33% 67%

⑤ 震度情報ネットワーク ○ ○ ○ ○ ○ ○ 強震計は設置しているがNWに繋げていない（目視確認） 67% 33%

⑥ 被害情報収集システム ○ ○ ○ H18年度に整備予定。 ○ ○ ○ 50% 50%

⑦ 防災情報提供システム（庁内） ○ ○ 気象協会 △ サイボーズ（ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ掲示板機能を活用した情報共有） ○ ○ 庁内イントラにて職員ポータルとして整備 ○ 83% 0%

⑧ 防災情報提供システム（住民） ○ ○ 気象協会 △ サイボーズ（ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ掲示板機能を活用した情報共有） ○ ○ ○ 83% 0%

⑨ 安否確認システム（住民系） ○ 独居老人（約６０世帯）は家内センサーで動作監視 ○ ○ ○ 0% 67%

⑩ 一斉連絡システム ○ ○ ○ 防災無線での（FAXで）一斉指令 ○ ○ メールにて実施 33% 50%

⑪ 災害対策活動状況管理システム ○ ○ ○ H18年度に整備予定。 ○ ○ ○ 50% 50%

⑫ 意思決定支援システム ○ ○ ○ ○ 需給推計システム ○ ○ 17% 83%

⑬ 職員参集システム ○ ○ ○ 職員呼出システム（ポケベル。輻輳しない為） ○ 職員の安否でエマージェンシーコールは導入 ○ ○ 67% 33%

⑭ 防災行政無線ネットワーク ○ デジタル化で映像情報収集したい ○ ○ ○ ○ ○ 100% 0%

⑮ 防災基礎情報管理システム ○ ○ ○ ○ ○ ○ 基礎データは未整備 67% 33%

⑯ 地域防災計画管理システム（電子マニュアル） ○ ○ △ PDFでホームページに掲載している ○ ○ ○ 67% 17%

⑰ 地理情報システム（ＧＩＳ） ○ 浸水予測図をシミュレーションしたい ○ ○ 整備中（統合GISを整備中） ○ ○ ○ 67% 33%

⑱ 地震被害予測システム ○ ○ ○ ○ ○ ○ スタンドアロン 67% 33%

⑲ モバイル端末連携システム（情報収集系） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ５０数個モバイル端末アリ 50% 50%

⑳ 防災ｅラーニングシステム ○ ○ ○ ○ ○ GISシステムを活用した防災普及啓発 ○ 市民向けの防災体験館がある 17% 83%

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ○ ○ 33% 0%

（２）映像情報関連システムの整備状況を教えて下さい 0% 0%

① 映像収集配信システム（固定系動画） ○ 県総合防災情報システムより ○ 河川状況 ○ TV会議システムへカメラ撮影映像をVODで送信する仕組 ○ ○ ○ 災害対策本部に大型ＤＰが設置、瞬時に状況把握が可能 83% 17%

② ヘリテレ映像収集システム ○ 同上 ○ ○ 県警ヘリテレ情報もらって災害対策本部へ送信される仕組 ○ H18年度に整備予定 ○ ○ 17% 83%

③ 画像収集配信システム ○ 同上 ○ 河川状況 ○ 河川のカメラ映像。国交省の映像をもらえるよう調整中 ○ ○ ○ 100% 0%

④ ＡＶ表示制御システム ○ 同上 ○ ○ 庁内の共聴回線に載せている ○ ○ ○ 83% 17%

⑤ 被害映像･画像伝送端末（移動体系） ○ 同上 ○ ○ ○ ○ ○ 83% 17%

⑥ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3 情報系（非音声系）のネットワーク構成を教えて下さい

※Ａ：防災無線（多重系）、Ｂ：防災無線（衛星系）、Ｃ：防災無線（市町村防災）、Ｄ：ＬＧＷＡＮ

　　 Ｅ：情報ハイウェイ、Ｆ：専用線（ＮＴＴ，ＣＡＴＶ，地域系ＮＣＣ等）、Ｇ：その他

回線速度 回線速度 回線速度 回線速度 回線速度 回線速度

①都道府県　　　　－　防災関係機関 主系ＮＷ 主系ＮＷ ５Mbps 主系ＮＷ １００M 主系ＮＷ １０Mbps 主系ＮＷ 主系ＮＷ

従系ＮＷ 従系ＮＷ １２８ｋｂｐｓ 従系ＮＷ １２８ｋｂｐｓ 従系ＮＷ ６４ｋｂｐｓ 従系ＮＷ 従系ＮＷ

②都道府県　　　　－　市区町村 主系ＮＷ １Ｍｂｐｓ 主系ＮＷ ５Mbps 主系ＮＷ １００M 主系ＮＷ １０Mbps 主系ＮＷ 主系ＮＷ

従系ＮＷ 従系ＮＷ １２８ｋｂｐｓ 従系ＮＷ １２８ｋｂｐｓ 従系ＮＷ ６４ｋｂｐｓ 従系ＮＷ 従系ＮＷ

③防災関係機関　－　観測箇所、監視箇所 主系ＮＷ 主系ＮＷ ６４ｋｂｐｓ 主系ＮＷ 無 主系ＮＷ 主系ＮＷ 主系ＮＷ

従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ 無 従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ

④防災関係機関　－　災害現場 主系ＮＷ 主系ＮＷ 主系ＮＷ 無 主系ＮＷ 主系ＮＷ 主系ＮＷ

従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ 無 従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ

⑤市区町村　　　　－　観測箇所、監視箇所 主系ＮＷ 主系ＮＷ ６４ｋｂｐｓ 主系ＮＷ 主系ＮＷ 主系ＮＷ 主系ＮＷ ６４ｋｂｐｓ

従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ

⑥市区町村　　　　－　災害現場 主系ＮＷ 主系ＮＷ 主系ＮＷ 主系ＮＷ 主系ＮＷ 主系ＮＷ

従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ 従系ＮＷ
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5

避難者の安否確認が出来る

庁内イントラにて職員にメールで通達

津波警報職員参集装置

県震度情報ネットワークシステム

システム

防災行政無線（固定系屋外×４５＋難聴戸別／移動系）

県地域衛星通信ネットワークシステム

県総合防災情報システム

備考

備考

上記システムやＮＷ構成の中で、他自治体が参考にすべきポ
イントがあれば教えて下さい

現システムに関する要望があれば教えて下さい

広域消防団無線を整備（計１６：消防団×１４、本部、役場各１）、近隣自治体との協
定での協業

A

Ｅ（情報ハイウェイ）

B

備考

システム

２－２参照

備考

ＮＴＴ専用線

衛星（ＬＡＳＣＯＭ）

ＮＴＴ専用線

メール情報サービス（登録制）で「防災情報」「安心ｅネット」を送信、消防指令の機
能強化（ＧＩＳに個人情報付与）、県として消防の広域化

通学路の1部に監視カメラを設置予定。行政が責任を持って収集（ＧＩＳ連携）、配
信（不審者情報等）を実施予定（来年度条例化）

衛星（ＬＡＳＣＯＭ）

ＮＴＴ専用線

ＮＴＴ専用線

C

備考

システム

整備中（H14～１８年の4ヵ年）。H19年度より運用開始予定

衛星通信系防災システム（H18までで完成）

NWについては衛星通信と情報ハイウェイの2重化。

備考

情報ハイウェイ

衛星（LASCOM)

情報ハイウェイ

注意報をメールで配信中（3万人登録）
衛星通信の移動局を利用して収集するシステム

衛星（LASCOM)

無

無

無

無

振興局まで行政無線でその先はデジタルＮＷ

無

車載局を導入予定（H18.2)

無

情報ハイウェイを活用している。専用線を引くと高いので整備経費を安価にしようと
するとハイウェイと重畳させるのが良い。全市町村（整備済みの市は除く）に防災、
防犯メールを整備

市町村からの要望としては2重入力は避けたい。入力負担を軽減できるものでないと
受け入れられない。被害報告は中々システマティックに出来ない。また小さい市町村
だと自家発電が無い所もある。

D

備考

システム

総合防災システム

H16年にWeb化。ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで1部県民公開した事と地理情報ｼｽﾃﾑ追加

入力部分の簡素化を図っているところ

河川情報システム、道路情報システム、

土砂災害情報相互通報システム（県土整備部整備）

砂防システムと港湾システムを整備中

備考

県庁WAN

INS６４

県庁WAN

県土整備部が整備しているシステムなので、総合防災システムとは
別システム

県土整備部が整備しているシステムなので、総合防災システムとは
別システム

県土整備部が整備しているシステムなので、総合防災システムとは
別システム

県土整備部が整備しているシステムなので、総合防災システムとは
別システム

INS６４

近畿２府４県で近畿情報ネットワークを構築し、防災情報（河川、道路情報）を情報共有

E

備考

システム

震災業務支援システム

地域安心ネットワークシステム

備考

被災者支援システム、避難所関連システム、救援物資管理
関連システム、仮設住宅関連システム、倒壊家屋関連シス
テム、復旧・復興計画関連システム、慰霊祭・追悼式等関
連システム、災害対策ネットワークシステム

独自センサーあり

危険箇所などの情報が航空写真で整備済み

GISを活用した避難経路の探索

統合データベース（住民情報）を構築

時々刻々と変わる状況をリアルタイムに反映する機材が必要。

F

備考

システム

防災情報システム

備考

県防災行政無線

通常NWを２ルート作らねばならないが、情報基盤の整備が進んでいるため、通常
使用しているNWを活用した取り組みが出来ている。現地で画像、データ収集でき
るモバイル端末を配備、現地災害対策本部でも活用

被害情報収集段階ではGISシステムよりもテキストや画像データが必要。理由は被
害のレベルを付与しないといくらGIS上に被害報告を掲載しても見にくくなるだけで
ある。（台風23号の時で900件あったため、900個もシンボルを付けることになる）。
但し災害復旧段階であれば罹災証明発行等で活用する事が可能。

集計値

DA64

PHS/携帯電話

電話回線（アナログ）
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3 1 災害対策活動で有効となる情報を教えて下さい

※有効情報の定義（◎：非常に重要、　　○：重要、　　△：参考）

※入手先（入手先の組織名、ライフライン会社名等）　　　　　　　　

※入手手段（音声連絡、ＦＡＸ、または入手先システム名）

分類 № 項目 初動期 対策期 復興期 入手先 入手手段 初動期 対策期 復興期 入手先 入手手段 初動期 対策期 復興期 入手先 入手手段 初動期 対策期 復興期 入手先 入手手段 初動期 対策期 復興期 入手先 入手手段 初動期 対策期 復興期 入手先 入手手段 初動期 対策期 復興期

気象観測情報
a01 気象情報（気象台） ◎ ○ ○ 県 県衛星ＦＡＸ、県総合防災 ◎ ◎ ◎ 日本気象協会 オンライン ◎ ◎ ◎ 気象台 ◎ ◎ 気象台、WNI、関係部局等

気象台の防災情報提供装
置＋総合防災システム

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 100% 83% 50%

a02 気象情報（民間） ◎ ○ ○ 県 県衛星ＦＡＸ、県総合防災 ◎ ◎ ◎ 日本気象協会 オンライン ◎ ◎ ◎ WNI等 ◎ ◎ 気象台、WNI、関係部局等
気象台の防災情報提供装
置＋総合防災システム

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ WNI 100% 83% 50%

a03 気象警報情報（緊急防災） ◎ ○ ○ 県 県衛星ＦＡＸ、県総合防災 ◎ ◎ ◎ 日本気象協会 オンライン ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 気象台、WNI、関係部局等
気象台の防災情報提供装
置＋総合防災システム

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 100% 83% 50%

a04 震度NW情報 ◎ ○ ○ 県 県衛星ＦＡＸ、県総合防災 ◎ ◎ ◎ 日本気象協会 オンライン ○ ○ ○ ◎ ◎ 気象台、WNI、関係部局等
気象台の防災情報提供装
置＋総合防災システム

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 83% 67% 33%

a05 雨量情報 ◎ ○ ○ 県 県総合防災 ◎ ◎ ◎ 日本気象協会 オンライン ◎ ◎ ◎
国交省や府のセン
サー情報を収集

◎ ◎ 気象台、WNI、関係部局等
気象台の防災情報提供装
置＋総合防災システム

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 100% 83% 50%

a06 河川水位情報 ◎ ○ ○ 県 県総合防災 ◎ ◎ ◎ 市 ◎ ◎ ◎
国交省や府のセン
サー情報を収集

◎ ◎ 気象台、WNI、関係部局等
気象台の防災情報提供装
置＋総合防災システム

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 100% 83% 50%

a07 0% 0% 0%

a08 0% 0% 0%

a09 0% 0% 0%

人的被害状況 b01 人的被害状況（マクロ） ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 市町村 デジタルＮＷ ◎ ◎ 市町、消防等、関係機関 総合防災システム ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 100% 67% 50%

（被害有無。集計値） d14 安否確認情報（ミクロ） ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 市町村 デジタルＮＷ ◎ ◎ 市町、消防等、関係機関 総合防災システム ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 100% 67% 50%

d03 避難所避難者数（マクロ） ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 市町村 デジタルＮＷ ◎ ◎ 市町、消防等、関係機関 総合防災システム ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 100% 67% 50%

d13 病院収容情報（マクロ） ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 市町村 デジタルＮＷ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 83% 50% 50%

物的被害状況 b02 住家被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ 市町村 デジタルＮＷ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 50% 50% 33%

（被害有無。集計値） b03 非住家被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 市町村 デジタルＮＷ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 67% 67% 50%

b04 農地被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ○ △ △ ◎ ◎ ◎ 市町村 デジタルＮＷ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 50% 50% 33%

b05 文教施設被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 市町村 デジタルＮＷ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 67% 67% 50%

b06 道路被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
国、土木事務所、市
町村

デジタルＮＷ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 67% 67% 50%

b07 橋梁被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
国、土木事務所、市
町村

デジタルＮＷ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 67% 67% 50%

b08 河川被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
国、土木事務所、市
町村

デジタルＮＷ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 67% 67% 50%

b09 港湾被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 50% 50% 17%

b10 砂防被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 50% 33% 17%

b11 地すべり被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 50% 50% 33%

b12 清掃施設被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 33% 33%

b13 交通機関被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 50% 50% 33%

b14 船舶被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 33% 17%

b15 電話被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ＮＴＴ NTT ◎ ◎ NTT 総合防災システム、FAX ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 67% 67% 33%

b16 水道被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ 水道局 市町村 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 50% 50% 33%

b17 電気被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ 電力 電力 ◎ ◎ 電力 総合防災システム、FAX ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 67% 67% 33%

b18 ガス被害状況 ◎ ○ ○ 職員、消防団、住民 一般電話、消防・移動無線 ◎ ◎ ◎ ガス ガス ◎ ◎ ガス 総合防災システム、FAX ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 67% 67% 33%

b19 0% 0% 0%

b20 0% 0% 0%

b21 0% 0% 0%

被害情報（映像・画像） c01 ヘリテレ映像 ◎ ○ △ 県 県総合防災 ◎ ◎ ○ ◎ 県警、管区気象台 ◎ ◎ 県警本部等 専用光回線 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ 100% 50% 17%

c02 河川ライブ映像 ◎ ○ △ 国土交通省 インターネット ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 県土整備部 庁内共聴TV ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ 100% 50% 17%

c03 道路ライブ映像 ◎ ○ △ 国土交通省 インターネット ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 県土整備部 庁内共聴TV ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ 100% 50% 17%

c04 港湾ライブ映像 ◎ ○ △ 国土交通省 インターネット ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 県土整備部 庁内共聴TV ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ 100% 50% 17%

c05 災害現場映像･画像 ◎ ○ △ ＊国、県計画中 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 市町、県民局防災担当 総合防災システム ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ 100% 50% 17%

c06 マスコミ報道映像 ◎ ○ △ 報道機関 インターネット、ＴＶ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ TV TV ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ 100% 50% 17%

c07 住民通報被害映像・画像 ◎ ○ △ 職員、消防団、住民 携帯電話等 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ 67% 33% 17%

c08 0% 0% 0%

c09 0% 0% 0%

c10 0% 0% 0%

災害対策活動情報 d01 避難勧告、命令状況 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 市町 総合防災システム（予定） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 67% 83% 33%

d02 避難所開設状況 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 市町 総合防災システム（予定） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 67% 83% 17%

d03 避難所避難者数 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ 市町 総合防災システム ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 67% 83% 17%

d04 生活物資運搬情報 ◎ ◎ ○ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 33%

d05 救助活動情報 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 50% 67% 33%

d06 応援要請情報 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 50% 67% 17%

d07 道路復旧活動情報 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 33%

d08 交通機関復旧活動情報 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 33%

d09 電話復旧活動情報 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 33%

d10 上下水道復旧活動情報 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 33%

d11 電気復旧活動情報 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 33%

d12 ガス復旧活動情報 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 33%

d13 病院収容情報 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 33%

d14 安否確認情報 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 33%

d15 0% 0% 0%

d16 0% 0% 0%

ｄ17 0% 0% 0%

e01 避難所情報 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 17% 67% 50%

e02 病院情報 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 50%

e03 要介護者情報 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 50%

e04 資機材情報 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 17% 67% 50%

e05 生活物資備蓄情報 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 17% 67% 50%

e06 危険設備情報 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ 33% 67% 50%

e07 0% 0% 0%

e08 0% 0% 0%

e09 0% 0% 0%
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前項で有効な情報（◎、○）のうち、情報収集に改善が必要な
ものがあれば教えて下さい

災害発生時、上位機関に被害状況を報告する上で有効な情
報を教えて下さい（（１）項のNoを回答ください）

安否確認情報について住民から照会があった場合にどのよう
な対応策や体制をとっていますか

安否確認情報等、個人情報の取り扱いについてどの様な配
慮をされていますか

隣接自治体と共有すべき情報を教えて下さい（（１）項のNoを
回答ください）

２.２項のシステムの中で、平常時に有効活用している事例が
あれば教えて下さい（訓練除く）

３項（１）の情報（それ以外含む）で、平常時に有効活用してい
る事例があれば教えて下さい

適正な取り扱いに努めている

b01～18,d01～14,e01～06

入手手段情報項目

職員がデジタルカメラ等で撮影する以外に災害現場の映像収集手段が
ないため、定点カメラの整備、防災行政無線デジタル化でミクロ情報（水
位、雨量、映像等）を収集、活用したい

有効情報 入手手段

b01～b18,d01～d14

災害対策本部（総務課）～地域コミュニティで個人確認

B

有効情報

防災情報提供システムを使って平常時はメールマガジンを配信してい
る（防災情報、安心ｅネット）

調査統計情報は県、国との連携で運用

県内統括での協定あり。必要技術者等のマンパワー支援等も
（d14,b06,b07,b08,b09,b13）

現時点ではライブ映像を収集・伝送する仕組みがないため今後整備し
たいと考えている

b01,b02,b06,b07,b08,b09,b13,b15,b17,b18,d03,d13,c01～c05

行政（対策本部）で集約管理し、相手を見て発信したい

行政（対策本部）で集約管理し、相手を見て発信したい

有効情報 入手手段

C

消防庁への状況報告も大事だが、災害時は逼迫しており中々難しい。
鳥インフルエンザと時には府より自衛隊へ派遣要請を実施した。

災害時には住民からの安否の照会業務が非常に多いが、市町村の業
務でもあり対応が出来ない（が、無下に電話を切ることも出来ず対応に
苦慮している）

情報（亡くなった方）は出していない（出せない）

これからやっていく予定。広域連携や県と考えているが、現状では｢何か
しましょう｣というレベル。映像については手間がかからないし、見てもら
えば分かるので良いし、あると良いのは道路情報（通行情報等）
他府県から見れるようにすれば良いのではないか？

TV会議システムは防災訓練で重宝しているし、災害発生前には気象台
で台風説明会が開催されるが、気象台の方に来てもらいTV会議システ
ムを使って再度説明会を市町村担当者へ実施してもらうようにしている。

気象情報のメール配信

有効情報 入手手段

D

映像情報については従来既存の整備済みシステムから得られるものを活用し
ていたが、より臨機に迅速な災害対応を図るため、ヘリテレ、道路、河川情報等
災害現場映像とも独自システムを整備し、既存システムとも連携の取れた更に
主体性のあるシステム構築を進めている

b01～18、c01～06、d01～03

近畿情報ネットにより津波情報の共有を図っている。津波や地震被害情報は近
隣自治体間で共有する事は必要。他の自治体でどの程度被害が起こっている
かを知る必要がある

気象観測情報
一斉連絡システム（防災ネット）

有効情報 入手手段

E

特に無し

本人同意のもとで扱っている。人命第一と考えているので必要あれば
提供します。但しシステム上はクローズドである。

市のAPを利用すると、他自治体で整備した基礎情報を投入すれば連
携していくことが出来る

GISを普段の業務や住民サービスとして活用している

・災害救助法の適用を受けるのに必要な情報
・ヘリの発着場所の状況（着陸の可否等）⇒支援を受けようにも着陸出
来なければ意味がないため
・ヘリだけでなく、空路・海路・陸路の基点となる場所の情報

・避難所に避難してきた市民へは本人確認・同意を取った上で照会に
応じる
・事故等緊急の場合は状況と規模を勘案した上で検討する
・IAAや１７１（伝言ダイヤル）が良いのでは。

・審議会にかけて取り扱いを決定する

有効情報 入手手段

F

特に無し

・使っているPCは日常業務で使用しているPCなので、使い勝手が良
い。
・災害対策本部室を平常時は別な用途に使用したりしている
・災害ネットシステムを火災や救助にも活用している

上記同じ

特に無し

A

有効情報（◎）

集計値
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